
≪「食物アレルギー個別支援プラン」について≫

　下記参考様式「食物アレルギー個別支援プラン」を参考に、各学校の実情に合わせて作成して
ください。

　「食物アレルギー個別支援プラン」は、個々の児童生徒に対して必要な取り組みを学校の
実情に即して行うために、学校が立案し保護者と協議し決定するもので、以下の内容が含ま
れるものと考えられます。
（１）アレルギー疾患のある児童生徒への取り組みに対する学校の考え方
（２）取り組み実践までのながれ
（３）緊急時の対応体制
（４）個人情報の管理及び教職員の役割分担
（５）具体的取り組み内容（個々の児童生徒で異なる内容）

　上記の（１）～（４）は学校ごとに決定される内容、（５）は学校生活管理指導表に基づ
き個々の児童生徒ごとに作成される内容です。「食物アレルギー個別支援プラン」は各学校
の実情に合わせて作成してください。

【参考様式】

②下記の対応案を作成し、

「食物アレルギー対応委

員会」で検討。その後保

護者と面談し、共通理解

した上で、保護者が押印

し決定する。

④保護者押印後、校内関係

者（適宜設定）が確認。

①担当者が保護者面談等

により、配慮事項を詳細

に把握し、可能な対応案

を具体的に記入する。

③通院している医療機関

を記入。緊急時の搬送先

は救急隊へ一任する事を

保護者へ説明。


